










1.はじめに 

各種超音波断層法として産科臨床への普及がめざましい超音波パルス反射法に利用されて

いる超音波パルス波(以下パルス波)の安全性については,診断装置の出力レベルでは問題

がないとされているが,生物学的に影響を及ぼす音響出力があるとすれば,それを明らかに

しパルス波の安全基準を設定することが必要となる。ところが,パルス波の特性表示は連続

波のそれに比べて複雑で,音響強度についても空間的音響強度,時間的音響強度があり,そ

れぞれピーク値,平均値が存在し得る。したがって,これらの組み合わせにより,空間平均・

時間平均音響強度(以下 SPTA),空間平均･時間ピーク音響強度(以下 SATP),空間ピーク・時

間平均音響強度(以下 SATA),および空間ピーク・時間ピーク音響強度(以下 SPTP)と 4 種類

がパラメーターとして考えられる。さらに,パルス幅やくり返し周波数(pulse.repittition 

frequency:以下 PRF)も考慮の対象となり,その生物学的作用の検討は多角的にならざるを

得ない。著者らは,昭和 52 年度からパルス波の培養細胞増殖に及ぼす影響を上記パラメー

タならびに他の照射条件を種々変化させて検討してきたので報告する。 


